


















































































1.手紙 をか くことと,速 記者の手 を借 りずに行 うあらゆる書 き取 り
2.盲人 を煩わせず に話 しかけるフォノグラフィックな本
3.人 前で話すための教育
4.音楽,フ ォノグラフは間違いな く音楽 に捧 げられ るであろう
5.家族の記録,お しゃべ り,声,死 の床 にある家族や偉人 の最期の声 の記録
6.オILゴー ル,玩 具 などお しゃべ りした り,歌 った り,泣 いた りす る人形
7.声 で一 日の時間 をつげ,昼 食時間 によびだし,10時になると恋人 を家 に送
るように指示す る壁時計
8.我々の時代 のワシン トン,リ ンカー ン,グ ラッ ドス トーンらの言葉 を複製
して保存す ること
9.教育 の目的,先 生の教えを生徒がいつで も参照 した り保存 した り綴 りの勉
強がで きるように
10.あとに残 る記録 の伝達 を補助す る道具 としてフォノグラフが電話を完成 し
た り改良した りするだ ろう2)一 となってい る。
以上のようにフォノグラフの使用は,音 の記録保存,い いかえれば聴覚的な
時間の固定 に重 きがおかれていた。エジ.ソンの構想 は,現 代社会 において 日常
的 に利用される録音 メディアの使用 とか けはなれた もので はない。む しろ,現
代 の電子技術 による音の量子化が一般的 になって,彼 の構想が より現実に浸透
しっつあることも事実であろう。
フォノグラフは当初,そ の音質や耐久性 もあい まって,音 楽のための利用 に
それほ ど重点がおかれていなかった とされる。 フォノグラフをエ ンターテイメ
ン トのための道具 として考 え,一 般向けの商品 として構想 したの はエ ミール ・
ベル リナーの 「グラモ フォン」が最初で あった3)。グラモフォンはガラスの円
盤上に油煙膜 を張 り,針 で記 された音の軌跡をニスで固め,金 属盤に転写す る












































































































して無関係ではない。録音 メディア も,音 楽 と言 うよりは音 を,自 動演奏機械
との比較で考察 してきた ように,非 統一的な音響 の塊をまるごと記録再生す る
ことをその本質 としているか らであ る。 コンサー トホールのような芸術空間,
音楽 を構成する楽音や楽器,こ うした音楽芸術 を支 える基盤 を排除することで
音楽 をめ ぐる概念 を拡張 したルッソロの活動が,自 作のメディア(イ ン トナル
モ リ)に よって行われた ことは重要であろう。
ピエール ・シェフェール は1947年より楽器を用いずにスタジオ内で収録 され
うる音 で構成 を行 うミュージック ・コンクレー トを試みる。 ミュージック ・コ
ンクレー トは,実 際の音楽制作 に,音 響 メデ ィアでなければ不可能な実験 を試
みた一例である。 シェフェールの活動 は,本 来,聞 き手 と音楽をス トレー トに
結び付 けるべ く可能 なかぎ りの透明性 を追求す る収録 スタジオの存在 を一種 の
楽器 として使用す る。テープによる作業が可能になると,シ ェフェールは映画
のモ ンタージュのように記録 されたテープの音を編集す るが,こ うしたスタジ
オ内のみで可能 な音の構築,例 えば多重録音,エ コーなどの音響効果,逆 回転
や変速 などは,音 響機器の発展 と共 に様々な領域でメデ ィア独 自の音響世界 を
作 り上 げてい くことになる。
メディアによって収録 された音響の塊 を提示す る方法はケージによるレコー
ドを使用 した一連の作品 にも見る ことがで きる。デュシャンが,制 作 しないこ
とで芸術概念そのものを再考する契機 を与 え,芸 術 に向けられる態度を大 きく
変えたのに似て,ケ ージはレコー ドやターンテー ブル,ラ ジオな どを楽器 とし
て,レ コー ドに収録 された様々な音 を楽音 として使用する。1942年の作品 『ク
リー ド ・イン ・アス』でケージは,そ れ までのレコー ドを使用 した作品での正
弦波 と違 い,実 際のクラシックが収録 された レコー ドを打楽器奏者 と共に 厂演
奏」す る。 ここでケージは収録 された作品が持つ構造 と文脈 を作品の素材 とし
て置換する。ケージがレ・コー ドによる演奏 を始 めた1939年にはすでにレコー ド
やラジオ といった機器 は十分に大衆社会に浸透 していた時代である。 自作の音
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響機器で演奏 したル ッソロ とケー ジの大 きな違いはここにある。ケージの作 品
は,メ ディアによる音環境 とそれが作 り上 げる文脈 を利用することで成立す る。
「本物」 の音 と同様,音 響 メデ ィアが作 り上 げる現実が肥大化 しつつある時代
に向けて,ケ ー ジの活動はひとつの象徴的な作品 といえるのではないだろうか。
『ク リー ド ・イン ・アス』は,ル ッソロや シェフェールが音や音楽を囲い込む
制度的な垣根 を取 り払 ってきたように,音 環境 とメデ ィア環境 の区別 をも無効
にする。
4.音 環境
BGM業 界 の先駆 けである ミューザック社は,1934年に初 めて もちいられた
この登録商標 を,人 々が聴かないように注意深 く作 られた最初の音楽 としてい
る。BGMが 目指す ものはエアーコンディショナーの ように情緒 を調節する科
学的な実用音楽である。 ミューザ ック社は同社のパ ンフレ ットで,「ミューザ
ックは機能的。 それ は娯楽ではないということです。 ミューザックは決 して音
楽で はありませ ん。大抵の音楽 は娯楽を目指 しています。能動的に聴 くこと,
知的 に入 り込む ことを要求 します。で もミューザックは全 く反対の ことを目指
します。集中の反対 を行 くのです。 ミューザ ックのメロディは聞 こえて くるた
めのものであって,聴 かれ るためのものではありませ ん。」1°)として音楽聴取 の
新 しい在 り方 を表明す る。
ミューザ ックの目的である人々の情緒 をコン トロールする機能 を持つ音楽 は,
例 えばエジソンらによって,1920年代から進 められてきた例 もあ り特別 に新 し
い ものではない。エ リック ・サテ ィは,1918年の一連 の作 品で,音 楽が環境 の
一部 に埋没 し,壁紙や床や家具の ように日常的な環境 のなかで,音 楽の有用性
を高 めようとす る 「家具の音楽」の試みを行 う。単純 なフレーズの反復で構成
されている諸作品は,静 寂 と集 中的聴取が支配する芸術空間での聴取態度 に対
















































































総合的な感覚を融合させた 「体験」を希求するところに行 き着 くとした14)。電
子テクノロジーが本格的に浸透 しつつある現代社会において,今一度,聴取と
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い う 行 為 を 通 じ て 環 境 を 構 成 し て ゆ く作 業 は 大 き な 課 題 の ひ と つ で あ り,ま た
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